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グレー トバ リアリーフにおける沿岸域管理の発展とその問題点

A Study of the Coastal Zone Management in the Great Barrier Reef Marine Park 

A Review of its Development and Problems 

敷回麻実・

Asami SIKIDA 

Many studies have bcen performed focusing on the management of the 

Great B町 rierReef Marine Park Authority(GBRMPA)， which is regarded as 

a successful model for coastal zone management. However， no study has 

ever attempted to examine the mechanism of coastal zone management of 

GBRMPA from a financial and organizational point of view. This paper 

attempts to analyze the development and zoning of GBRMPA with 

particular reference to financial and administration issues 

The result shows that the authority's financial condition has 

improved proportionally to the enlargement of the zoned area. GBRMPA has 

succeeded in increasing its budget in the area of day -to守 daymanagement， 

research， and monitoring while decreasing its administrative services 

budget 

Keywords: Grcat Barrier Rcef， Zoning， GBRMPA， Coastal Zone 

Ma.nagement， Austra.lia. 

1 はじめに

グレートバリアリーフはオーストラリア白北東

岸の南緯10"から24"に位越する世界最大田サン

ゴ磁域である(図 1) 1)。それは南北2，000km，

面積約34万4000knl白海域に分布する約2，900のサ

ンゴ礁を含む周辺の生態系の総祢である 230 サノ

ゴ礁は沖合い数十キロメートルにあるリポノリー

フ，中聞のパッチリーフ，そして海岸に近い憾磯

で構成されていて，それら白大きさは大小さまざ

まであるω。その他にもグレー トバリア リーフに

は恒常的に緑化している81の島を吉む300以上の

$金沢大学大学院社会理境科学研究科

サンゴ礁起訴白島.約600の大陸起源の島

(Continental Islands)が点在する・3。

グレー トハリア リーフには11属350種を超える

遣礁サンゴや!，500種の魚瀬，4，000種以上の軟

体動物が生息していて豊かな生態系を形成してい

るω。さらに40種の海鳥を含む 242種目烏額や，

絶滅が危倶されているウ ミガメ煩やジュゴン ・ク

ロコダイルも生息している制。 またサンゴ礁海域

は1 陸上の熱帯雨林と同等の純生産量 (平均

25t/ha/年)" を有する。そしてグレートバリア

リーフはその貴重な生態系白重要性が認められ，

1981年に WorldHeritage Listに指定されたが"
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この豊かな自然を目的に毎年 100万人以上の観光 的に実施できる管理機構は，沿岸織の管理を考え

事が訪れる。同時にエビトロールをはじめとする る場合には理想的な管理機摘であると考えられる

沿岸漁業が年間 250万華ドルとも言われる生産を 引。 この点でグレートバリアリーフ海域管理に実

あげており“，産業的にも沿岸域の利用度は高い。 績を上げてきたGB削PAは，沿岸域管理の制度と組

織を検討する上では理智的な研究対象であると思

われる。また印刷PAがその管理手法とするゾーニ

ングは沿岸犠管理の手法としてその有効性を!l!.め

られ始めている。

ところで，沿岸域を菅喫することの必要性は早

くから指摘されているが'" 官理を実施する菅

理機構の発展の経過を組織薗・財政面から多角的

に分析した研究は，沿岸場管理についてのケース

:> 

aUEENSlANO 
3 

…司

図1 グレートバリアリーフ海中公園の位置と

区峨 (GBRMPAの年次報告から引用)

この海域を管理するのが連邦政府機関のグレー

トバリアリーフ海中公園管理局 (GBRMPA(Grea t 

Barrier Reef Marine Park Authority) ，以下閉

じ。)である。GBRMPAは1975年のグレートパリア

リーフ海中公園法 (GreatBarrier Reef Marine 

Park Act，以下「海中公園法」 ロ)によって設立

された国の機関である。地元のクイ ノズランド

州政府白協力を得て，グレートバリアリーフ海織

全体のさまざまな利用活動・産業活動をゾーニン

グを蓋礎手段にして管理している。

行政機構や組織の枠を超えて沿岸白管理を一元

スタディ II 1) I f) I 3川岬船が多いにも地叫、わらず

ほとんどなL、特に印刷PAについては発展を記述

Lた報告山 l・3聞 は存在するが，財政面・組織

面での設立以来由経過は明らかにされていない。

また沿岸域の管理手法として注目されているゾー

ニンク.については，都市計画における/ーニンゲ

'" 最適ゾーニング方法についての社会工学的

アプローチ'・)I 1) 1 IJ そして前述のようなケー

ススタディはあるが，ゾ ニング白効率や実施上

の問題点についての分析は少なし、

そこで本研究は，グレートバリアリー7を官理

するGBRMPAの発展の経過とゾーニングの進展を主

に組織面・財政面から分析し沿岸域の菅理機構

とゾ ニングの効率や問題点を明らかにすること

を目的とした。また，沿岸域管理の際に重要な菅

理機構の必要コストの問題についてもGB削PAの財

政内容の経過を中心に論じた。

研究に必要とするデータは， GBRMPAが発行す

る年次報告 CGreatBarrier Reef Marine Park 

Authority Annual Report)白1979/1980会計年

度から1992/1993会計年度 (以下 r1979会計年度

から1992会計年度」と表記する。)から得た。l・》

__ 3? )また閉じくGBRMPAの発行する小冊子頬・広

報誌関係者白発表する報告や論文も利用した。
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なお統計処理については加納悟 ・浅子和美331~ 

~考にした。

ロッパ移民による利用が始まった。特に1770年の

ジェイムス=クック (Ja配s~Cook) の探険は有名

である。このような利用の歴史を表 lにまとめた。

2 ゲレートパリアリーフとGlIM'A

11 )調査と利用の歴史

J1 6) 341 SSl 311 371グレートパリアリーフの利用の要

求が近年急激に増大し，それに対する保護の要請

が出たことがわかる。またこのような歴史的経過

があって.GBRMPAの設立につながったとする見方

もあるseioそして，グレートバリアリーフの利

用と保護白歴史は，海中公園法の成立とGBRMPAの

設立で大きく変わった。

グレートバリアリーフの利用は約l万5000年前

の先住民アポリジニーの漁師の活動に始まる。そ

れ以来ヨーロッパからオーストラリ7に移民が入

るまで，アポ')ジニーがグレートバリアリーフを

主に利用していた引。 しかし1700年代以降はヨー

表l グレ トバリ7リーフの利用と調査の歴史(その形成からGB附PAの設立まで)

時 期|内 容

数百万年前

約 1万5000年前

1700年代

1770年

1800年末から

1900年代はじめ

1922年

1967年

1960年代末から

19'10年代はじめ

1~0年

1971年

1970年代はじめ

1975年 6月

1976年

グレートバリアリーフの形成が始まる

このころ先住民のアポリジニーの漁師が既に活動していた

スペインやポルトガルの舟がチモール付近にまで進出してたいた白で，

この当時にはオース卜ラリアの北岸に遣していたと考えられている

ジェイムス=デック (James~ Cook)がオーストラリア大陸に遠L，.

グレー トパリアリーフをはじめとするオ ストラリ7各地を傑検した

グレー トバリアリーフ白科学的調査が行われる

Great Barrier Reef Co皿 itteeが発足L，.調査研究活動が本格化した

EII ison Reefでの石灰石の採掴がクイーンズランド州政府に申請され

る

石油の採掘権の許可権限がクイーンズランド州に認められたことで，

グレー トバリアリーフでの石油採掘の可否をめぐる論争が活発化する

州政府と連邦政府合岡田特別委員会が発Ji!L，.グレートバリアリ ーフ

の保護と利用について検討し始める

州法が成立し，海中公園(MarineNational Park)を設定した

グレートバリアリーフの保護が国政選挙の争点になった

海中公園法が連邦議会を全会一致で通過した

印刷PAが活動を始める
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121旬開刊の組織

海中公園法で設立されたG8RMPAは連邦の機関で

ある。その本体は連邦政府2名(常勤ト非常勤1)，

州政府1名の代表で構成するGreatBarrier Reef 

Marine Park Authori りである。そLてこの

Authori仰の下に 7部門， 142名 ()993年6月30

日現在)の織員が働いている。このほかにも，現

場で日常の管理を遂行するクイーンズランド州政

府職員(主にQueenslandDepartment of 

Environment and Heritageの職員)が約100名

いる。またAuthorityの諮問機関としてGreat 

Barrier Reef ConsuJtative Co皿 it teeが設けら

れている。さらに関係者である連邦政府とクイノ

ーズランド州政府の双方自政策調整のために，両

方の関係官庁の長官それぞれ2名ずつで形成する

Great Barrier Reef Ministerial Councilがある

" 。
なおCBRMPAの庁舎は，グレート Jごリアリ フの

ほぼ中央部に位置する都市タウンズピル

(Townsville)にある。ここにはGB剛PAの本部組織

白他，1987年から運営を始めた水族館 (Great 

Barrier Reef AQuarium)がある。そこで白グレー

トパリアリーフについてのわかりやすい解説は観

光客にも好評である。また.さまざまな教育プロ

グラムを過して.地域住民にグレートバリアリー

フについて理解を深める機会を提供している 3・3。

131 連邦政府とヲイーンズランド州

前述したように連邦政府の機関であるGBRMPAは，

設立の経過からクイーンズランド州政府と大きく

かかわっていた。また逆に州政府にとっては，

GBRMPAの設立はその専管する区域に対する権利を

留かすものであった。実際白ところグレートパリ

アリーフ海績に所属する島や本土(大陸)白lO¥li

Water Mark以上lこは連邦政府の概限が及ばない。

またずイーンズランド州政府と連邦政府のLow

般図

Water Markについての定義の遭いも問題を複雑に

L た。連邦政府は島に接続するリーフを含まない

と解釈しているのに対し。クイーンズランド州は

そのようなリーフは州政府白管嶋であると主張し

境界について両者は対立していたれ。 菅轄範囲に

関する遭いをはじめとする州と連邦白隔たりが

G8RMPAの設立の陣害であった。なおこの管棺範囲

の定義については現在も決着が付いておらず，不

明確なままになっている"，。

しかし， 1979年に行われた連邦首相とクイーン

ズラノド州首相町会談では，①GBRMPAに関する決

定については連邦政府が最終決定植を持つこと，

②海績の現場での菅理はクイーンズランド州が担

当すること，③海中公園法は修正せず施行するこ

と。④両者の協議機関を投鑑すること，⑤海中公

園内では資源を採掘しないこと という点で合意

し， GBRMPAの管理体制が実質的に確定した。

当時は.州と連邦政府の2古が介入するCBRMPA

の菅理方式に対する批判や，島や本土のLow

wa teT Mark以上が州の独占的管理下にあることに
ついて，一部の環境保護主義者から海陸同時に管

理する必要性も指摘された4810 しかし船舶航行

に関する一部の国際的規制を除いて，連邦と州の

境界を超えた法的手続きを海中公園法が保証した

意義は大きいと考えられる。特に最終決定植を連

邦政府が持つことで菅理機構の主体性が確保され

た。

141 ゾーニンゲ

沿岸域や沿岸域の資棟を管理するためにゾ ニ

ングが有効な手段であることは， Tisdellが指摘

している・・o またゾーニングは観光地の環境や

観光資産を保護するためや"，都市計画にも利

用されている'"。こ白ように沿岸域菅理や国立

公園など白保護区域の管理におけるゾーニングの

有効性は一般的に認められている。



グレートパリアリ フにおける沿岸緩管理の発展とその問題点

GBRMPAの沿岸域管理の基本的手法はゾーニング

である。またこれと組み合わせて各種の許可制度

を運用している。その基本となるグレートパリア

リーフのゾーニングの目的は，海中公園法目32171

に基づく。それは①グレートパザアリ フの保護，

②グレートパリアリーフの利用調整，③グレ ト

パリアリーフにおける資源利用調整，④公共の福

祉のためのグレートパリアリーフの保全，⑤グレ

ートバリアリーフの手っかずの自然状態の維持保

存.である。このように海中公園法は利用の調整

と保護を目的に鍋げており，資額利用白調整だけ

に印刷PAの役割を限定していなし、。つまりグレー

トパリアリーフのさまざまな利用者とそれらの活

動までを広く管理することを可能にしているので

ある。これはGBRMPAが広い範囲の利用者の活動の

パラノスをとることを求められているからである。

また利用者聞の相互調墜もゾーニングで解決しよ

うとしている'"。

このような目的に沿ってグレー トバリアリーフ

白ゾーニンクが実施されているが，そ由畳大の特

徴はゾーニングの決定までに少なくとも 2度の

Public Participation (住民 ・関係者参加)を保

証していることにある..，。 これはGB附PAが提案

するゾーニング集に対して文書でコメン卜する形

式をとっているので，個人でも住民が自由に宰加

できる。例えばCairnsSectionのゾーニングプラ

ンの見直しでは，新/ーニング案に対する意見提

出の209件が個人からのものであった，"。 不特

定多数が多目的利用する海域では，少数利用者グ

ループの利用情報を得る手段が必要であると考え

られる。

実際のゾーニングでは，GBRMPAは海中公園法で

規定したグレートパリアリーフ海域を4つのセク

ションにわけている(図 1)。また各セクンヨ/

の面積を表2に示す。そして各セクンョンを，一

番自由度の高いGeneralUse A Zoneから保護自的

83 

のため由PreservationZoneまで，基本的に 7積

額のゾーンに区分している (ただし再ゾーニノ

グされたCairnsSectionだけは別のゾーン体系を

保周)。 それぞれのゾーンでは可能な活動が細か

く焼定されている tI ) S)・"ぽどf:..)。

またこれらの区繊のうちほぽ自由に使える

General Use A， B Zoneはゾニング海域全体の

95%を占めている。このようにGBRMPAでは， 支障

のない限り。基本的に活動の自由を最大限保証し

ている。それはGBRMPAがMultip!e-useという考え

方をとっているからであり，利用者間の利用のバ

ランスをとることでこの目的を達成しようとして

いるからである。

3.佳脚幅PAの発展とその分析

111 ゾーニyゲ面積白鑑大

現在はグレートバリアリーフ海域98.5%が

GBRMPAによってゾーニングされている 4・'。 最初

白ゾーニングは1979年にグレートバリアリーフ南

部のCapricorniaSectionで始まったが，最後の

Capricorn Sectionのゾーニノグが完成したのは

1988年である。ゾーニングが完了した海域白面積

は表3に示すように指数的に増加した。 GBRMPAの

管理する海域がこ白ように急激に増加した際に，

その菅理体制もあわせて整備できたのかが問題で

あるが。これは121で言及する。

しかしゾーニングに要した期間を見ると(表3).

ゾーニングの時期が運くなるにつれて要した時間

は比例的に増加しているので，ゾーニングの実施

に何らかの困難が生じていると推察することがで

きるoKenchington and Crawfordは議会の承認も

吉めてゾーニングに要する期間はおよそ 2年と記

述しているが"，。表3に示すように実際には3

年以上かかっている。特に1988年に始まった

Cairns Sectionの再ゾニングは当初の予定を超

えて長引いた。GBRMPAは1989会計年度の年次報告
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表2 グレ トバリアリーフのセクンョン別ゾーニング面積曹l合
(撤位 k "" 

Name of tlle Zone Far Northern Cairns Central Wacky / Tota! Area 
白pncorn (kll) 

'" 
Ceneral Use ^ Zone 62，992咽 E 25，896.8 58.387.9 123.010.1 270.281.6 79.2 
General Use B zo問 10.347.6 8. 390. 2 15， ¥92.8 19.66¥.5 53. 592. 1 15.7 
Marine htIonal park A ZfOfe I1E 130.7 160.8 669.1 101. S 1.061.9 0.3 
Wari.昭 Nati叩且1P8r包BufferZone 129.6 358‘。 487.6 0.1 
Wari同 Nati四国1Park B Zone 11.140.6 644.7 1. 759. 7 1. 967. " 15.512. -4 1.6 
&，開tificR，偶岨πhZ"，官 32‘4 0.0 2.7 27. I 62.2 。。
Preservation Zone 235. I 106.3 48.8 81. 5 411. 7 。l
Total 85，008.8 35， 556. 8 76.061. 0 144.848.日 341. 475. 5 100.0 

CBRMPAの費斜から作成〈画像処罰による積み上げ積覧のため合併は34万4000km'にー致しなL。
表3 グレートパリアリーフのセクショノ別のゾ ニング時期と所要期間，ゾーニング面積

セクション名 ゾーンニング開始 ゾーンニング完底 ゾーンニング期間 ゾーンニング完了面積

白pri∞rn18 1 9 7 9年I0月 198 1年 7月 1年9，月 12.000 k nf 
白".， 1 9 8 1年10月 1 9 8 3年11月 2年l守月 47.000 k rrJ 
Far Northern 1 9 8 3年 8月 1 986年 2月 2年6，月 130， 000 k m' 
Central 1984年10月 1 987年10月 3年 207.000 k m' 
ltacky I Capri回 m 1 985年 7月 1 988年 8月 3年1ヶ月 344，000 k rr! 
Caims (再ゾーンニング) 1 988年 B月 1 992年 4月 s年8，月 344.000 k nf 

で，Cairns Sectionの新ゾーニングプランの実施

時期を1991年当初としていたが.1990年の年次報

告では1991年12月と修正している自で，予測不可

能な作業の遅延があったことが推定できる。そし

て最終的にゾーニングプランが施行されたのは

1992年 4月白ことであるロまた1990年の年次報告

の中で。 GBRMPAはゾーニングが年々困難になって

ゆく状況を認め.その理由として次の2点をあげ

た。それはa:関係する圧力団体が団体由利益確保

のため印刷PAにより強〈働きかけるようになった

こと，②グレートバリアリーフの使用頻度が増え

利用者問の賎争が増えたことである。これには前

述したような住民・関係者自参加白機会が豊富な

ζとも関係している。しかし住民・関係者容加は

利用に関する情報を得る貴重な機会である。また

GB剛PAに隈らずオーストラ リ7由政府組織は住民

の支持 CPublicSupport)があってこそ存続でき

るれ。 これらの点を考えれば，ゾーニング白効率

性と住民 ・関係者書加を両立するシステムは今後

c8蜘PAの盗事'"繍告から作成

も必要であるし，より洗練されなければならなし、

このようにグレートパリアリーフのゾニング

では.ゾーニング面積の拡大とともにゾーニング

に要する時聞が増加し.その効率が低下する傾向

が認められた。また他の沿岸域のゾーニングにお

いても，時聞の経過とともにゾーニングの実施効

率が低下する傾向があることが示唆される。

ロ)瞭畳敷の推移

図2に示したように.GB剛PAの職員数は設立以

来一貫して増加している。1981会計年度から1992

会計年度目聞に4.4倍 (年率1496の増加)になっ

た。そして職員数の地加率はゾーニンク宙積の増

加串と高い相関 Cr -0.96. P <0. 05)を持ゥて

いる 〈図3)。これは海中公園のゾーニング面積

拡大ιGB削PAの運営に必要な職員数回増加に線

形関係があったことを示している。こ白点につい

てKelleherは1987年に r組織の自由度と柔軟性

を高めるためにGB剛PAは小さい組織が好ましい」



グレ トパリアリ フにおける沿岸繍管理の発展とその問題点

と述べている‘"。 しかしこの時は， ゾーニノグ

の鉱大に伴って職員数が増加を続けていたしこ

の後も噌加しているのは，おそらく海域管理の業

務量増大と水族館の運営充実のためと考えられる。

またゾーニングが完成した1988会計年度には計画

部門が公園管理部門になり，新たに環境アセスメ

ン卜部門が発足した。

さらにこれを部門別に見ると(図2).計画 ・

環境アセスメントを担当する部門の割合が年数の

経過とともに増加している。逆に組織の拡大にも

かかわらず，行政菅理CAdministrativeService) 

は減少し続けているロこのように海援管理に直接

かかわる部門を鉱大したことは.GBRMPAがグレー

トバリアリーフの管理由充実に重点を置いている

こと白表れである。

また急激に組織を拡大する際に職員の供給が間

に合わず臨時職員の訓告が増加することが懸念さ

れるが.GBRMPA白場合.設立以来ほぼ一定の70%

前後を維持している。海域管理業務の増大にもか

かわらず.GB剛PAは組織を充実させる努力をして

いる。

131 許可数の推移

利用が比較的自由なグレートバリアリーフであ

るが，利用形態によっては許可が必要な場合もあ

る。このような許可は基本的には海域の利用度を

反映していると考えられる。しかLグレー トパリ

アリーフの場合はゾーニング面積が増加した白で，

許可の発行数の増加につながったも白と推察され

る。事実ゾーニング済み海域の面積の増加と，許

可数の地加には有意な相関が認められた(r ~ 

0.93. Pく0.05)。つまり海域面積と許可数白増

加には線形関係がある。また許可数は1987会計年

度に飯高になった後，ゾ ニンク百〈完成Lた1988

会計年度以降はむしろ減少している(表4)。こ

れは3年許可制への移行や関連許可の l本化など

全
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表 4 GB削PAによる許可の緬類と許可数の変化

の許可制度の見直し'"や，許可にかかる行政コ

ストの見直しが続いたためであると考えられる。

事実.GB附PAは行政経費の圧縮と行政効率の向上

を年次報告で強調している。

許可の内容を見ると ，Tourist Program， 

Collecting， Research Programで全体の約BO%

を占めている。この中で特にTouristProgramの

増加率はゾ ニング面積の増加率と相関が高〈

(r -0.95. Pく0.01l.海中公園のゾーニノグ

面積拡大とともに増加した。グレー トバリアリー

フの観光利用は，グレートバリアリーフ白海中公

園化にもかかわらず，利用の主な理由である。

141 財政状況

収入の経年変化を見ると.GB剛PAは財源を連邦

政府に大きく依存している(図4)。これはGBRMPA

が連邦政府に所属するためである。収入はGBRMPA

の業務開始以来，増加し続けたが.1992会計年度

でも20.742.421豪ドル (日本円にして約15億5500

万円.1牽ドル-75円として計算)と菅理面積に

比較して少なL、。また増加はゾーニング面積が拡

大する時期，つまり管理機構のGB剛PAの役割が増

大する時期に一致していた。

GB附PAの財源は.1979年のいわゆる・・Emerald 

Agreement"で連邦政府とクイーノズランド州政府

の管理賞用の分担が決められた。それによればi

最初回3年聞のCapital F'oundingを連邦政府が負

担しその後はCapitalFoundingとRecurrent

F'oundingを両者が50%ずつ負担することにな勺て

いる引。 つまり海中公閣の現場での管理CDay-to-

Day Management)に要する経費のうち，職員の給

与や手当 ・日常的経費を両者が半分ずつ負担して

いる。また実際白日常的管理はクイーンズランド

州政府職員が担当するので。Day-to-DayManage-

mentにかかる経費は州政府に再び支払われる。

ところで切削PAは.1993会計年度からグレート

バリアリーフの商業的利用者自利用料金を徴収す

ることを決めた。これは l観光客あたり l豪ドル

を業者から徴収する積算であり.年間130万豪ド

ル(約1億円)白収入をGBRMPAにもたらすと推定

されているが.GB削PAはこの収入を管理・教育・

研究部門に使用する計画である'"。 現在の総収

入に対するこの収入の比串は約6%と小さいが，

将来，この収入の占める割合が大きくなった場合

には， 財源の確保と焼制のジレンマに陥ることも

あるので，今後注目すべき財源である。

一方，収入に対応して支出も年々増加していた

が。1988会計年度以降はその増加率が低下した

(図5)。予算の前年度との比較でも.1987会計

年度までの増加率の平崎は，明らかにそれ以降の

平均を上回っている (P< 0.01)， 1988会計年度

は印刷PAのゾーニングが完成した時期に当たるの

で，ゾーニノグの進行に伴ってGB附PA白規膿が拡

大し，ゾーニノグの完成でそれが鈍化したことが

推察できる。つまり海中公園化の初期コストはそ

れ以降の菅理コストを上回ると考えられる。
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Day-to-Day また支出部門別の比較では，

とResearchand Monitoringに要す

る経費の地加が大きい(図 5)。

公園田管理と運宮に関する支出が着実に増加した

のが，GBRMPA財政の特徴である。逆に職員が増加

しているにもかかわらず，全支出に占める給与金

額の訓告はー貸して低下し，最近では20%前後で

推移している (図 6)。 この点、から

Administrative Expenseなどの行政経費白負担増

加でGBRMPA予算が圧迫されていないことがわかる。
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また海中公園の管理経費 (Costof Day-to-Day 

Management)は本来，管理面積の増加に従って増

加する性質のものである‘"。 そこで正確に官理

経費の変動を分析するためには.管理U経費とゾー

ニング面積を比較する必要がある。ゾーニング面

積と 1kolあたりの菅理経費を比較した図7からわ

かるように，ゾーニング面積は拡大したが，逆に

1 k~あたりの管理費用は減少し， 全体のゾーニ ノ

グが完成した1988会計年度に最低になったことが

わかる。しかしその後は増加に転じ現在に至って

いる。このことから.ゾーニング面積の鉱大によ

る管理貨の相対的減少に至ったGB剛PAが，全海域

白ゾーニノグ完了後は菅理由充実に努めているこ

とが推定できる。

4 結論

GBRMPAの設置から本格的に始まったグレート

パリアリ ーフ海援の保護は，その法揮の名称が

「海中公園法」でありながら，性格的には多目

的利用を認めたゾーニングによる沿岸域菅理であ

ると考えられる。 GBRMPAのChairmanであるGraeme

Kel teherもこの点について，グレートパリア

リーフ梅中公園は国立公園ではなく。 IUCN

(International Union for the Conservation of 

Nature and Natural Resources)のカテゴリ 咽

に適合する多目的利用が可能な保護区場という見

解を示している ‘~) c> GB削PAがグレートバリアリ

ーフの産業利用からレクレーション利用までを広

〈菅理していることからも。単なる海中公園の保

護ではないことがわかる。むしろ，閣暁や保護と

いう立場白どちらか一方に立つ白ではなく，米国

の沿岸犠官理法白ように，そのバランスをとるた

めに沿岸援を管理する手法'"であると思われる。

特に保護のための一方的規制は，菅理対象地域を

周聞から隔離し「化石化」させ，かえって地元が

反発することがある‘・〕 このような菅理の弊害

敷図

を防ぐためにも，利用と保護のパランスをとるこ

とが沿岸域管理の課題であろう。

ただしゾーニンク.による沿岸域管理には問題も

ある。3で示したように，表面上は位大の一途で

あったゾーニングであるが.GBRMPAのゾーニング

プラノの決定に要する期聞が年とともに増加する

傾向が見られた。これはゾーニング開始から段階

的に上昇した効率が，各積の制限要因によって時

間の経過とともに低下したためである。この傾向

が持続すると，今後はゾーニングプランの変更は

より図鑑になり.現状とゾーニングプランの章離

も懸念されるようになる。実際GB附PA白ゾーニン

グは簡単に変更できないので，海中公園内のト

ロール漁業の焼制を漁業法令で規制Lた例もあ

る・ 230 またゾーニングプランの準備期間の地大

は，最終的には管理コスト増大につながる。その

場合に沿岸域を管理するために必要なコストが，

i専られる便益を上回らなも、かという議論がなされ

る可能性が高い・"。 このように住民容加と組み

合わされたゾニングによるGB削PAの海域管理は，

近い将来ンステムを見直す必要性が大きくなると

考えられる。

沿岸の資源の持続的利用のためには，沿岸域を

総合的に管理する必要性がある刷。 Kenchington

は，この目的由実現には行政犠憎の壁をこえて沿

岸域での活動を調整する一元的組織が必要である

と主張しているけ o行政の枠を越えているとい

う点で.GBRMPAはこれに骸当する。特に，グレー

トバリアリーフについての最終的な決定は，連邦

政府に権限があるという点で管理の一元化もはっ

きりしている。また州政府と連邦政府の関係は，

管理機構の印刷PAが属する連邦政府と，現場での

管理を受け持つクイーンズラノド州政府の役割分

担・財政負担が明確で，有機的に機能している。

GBRMPAは設置以来，組織的にもまた財政的にも

大きく発展し，現在管理する海績の面積は34万
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4000knlと日本国土にも匹敵する大きさである。本

研究ではGBRMPAがゾーニング面積の鉱大とともに

発展してきたことを明らかにした。また前述した

ようにゾーニングの完成がGB蹴PAの転換点であっ

たことが本研究の分析から判明した。

管理する組織の拡大は通常，管理コストの期大

につながり。その負担が大きい場合は管理による

便益が減少する。しかし本研究では.GBRMPAが，

管理やモニタリング・研究等，沿岸域の菅理に必

要な部門の職員や予算を増やしてきたことを明ら

かにした。さらにGB削PAが，組織白拡大に伴い相

対的に低下した管理費用を再び充実させているこ

とや.行政管理コストを増大させないよう努力L

ていることが確かめられた。このようにGBRMPA<V

管理やモニタリング・研究にかける支出が増大し

たことは， Mi Il er ~ ・ P や loma n and Brush'・》が主

張する沿岸紙管理機摘の必要条件に一致する。

本研究では.GBRMPAの設立以来の発展を組織薗

・財政面から分析した。その結果， KenchingtonlJ 

やCraikt'が海中公園菅理のモデルと主張する

GBRMPAの理想的発展の経過が裏づけられた。

GBRMPAによるグレートバリアリーフ海域の官理は，

ゾーニング準備期間の長期化により，そのゾーニ

ング手法の検討が近い将来課題になると思われる。

しかし問題はあるにせよ。隈られた予算と人員を

効率よく利用し，広大な沿岸域を主体的に管理し

ている点で.GBRMPAによるグレ トパリアリ フ

の管理は沿岸域菅理のモデルになると考えられる。

なお本研究の実施に当たり資料をご健供いただ

いたGB附PAのMr‘SimonWoodley以下職員の皆織

に感謝します。また研究に有益な示唆とご指導を

いただL、た，金沢大学経済学部白平館道子教慢お

よび佐々木雅幸教慢。市原あかね助教授に感謝し

ます。
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